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令
和
４
年

　

令
和
４
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
新
潟
県
Ｂ
Ａ
・
５
対
策
強
化

宣
言
の
発
令
や
、
１
日
当
た
り
の
市
内
感
染
者
数
が
522
人
と
過
去
最
多
を
更
新
す
る
な
ど
、

昨
年
に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
続
く
年
で
し
た
。

　

一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
規
模
縮
小
や
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
は
、
感
染
防
止
に
配
慮
し
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
近
い
形
で
開
催

さ
れ
た
も
の
も
多
く
、
各
地
で
市
民
の
盛
り
上
が
る
姿
が
見
ら
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

１月
4
新
年
祝
賀
会
開
催

10
上
越
市
Ｐ
Ｒ
映
像
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

14
自
転
車
競
技
Ｂ
Ｍ
Ｘ 

Ｕ
23
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
初
代
シ
リ
ー

ズ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
中
井
飛あ

す
ま馬

選
手
が
市
長
を
表
敬
訪
問（
①
）

２月
5
レ
ル
ヒ
祭 

ー
日
本
ス
キ
ー
発
祥
111
周
年
ー 

開
催（
〜
6
日
）

26
灯
の
回
廊
開
催

3月
22
ほ
く
ほ
く
線
（
北
越
急
行
㈱
）
開
業
25
周
年

26
第
97
回
高
田
城
址
公
園
観
桜
会
開
催
（
〜
17
日
）

31
古
城
小
学
校
が
閉
校
（
直
江
津
小
学
校
と
統
合
）

4月
1
上
越
市
総
合
体
育
館
を
改
修
（
②
）

7
小
川
未
明
生
誕
140
周
年

10
上
越
市
市
制
施
行
50
周
年
記
念
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
展
示
飛

行（
③
）

５月
7
小
川
未
明
生
誕
140
周
年
記
念
事
業 

詩
碑
・
石
塔
除
幕
式

開
催

21
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

Ｄ
ｉ
ａ
ｍ
ｏ
ｎ
ｄ 

Ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
ｂ
ａ
ｌ
ｌ 

Ｌ
ｅ
ａ
ｇ
ｕ
ｅ
第
7
節
新
潟
ラ
ウ

ン
ド
を
高
田
城
址
公
園
野
球
場
で
開
催
（
〜
22
日
）（
④
）

29
新
潟
県
知
事
選
挙

６月
5
第
23
回
高
田
城
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
開
催
（
⑤
）

26
上
越
市
消
防
団
50
周
年
記
念
大
会 

令
和
４
年
度 

上
越

市
消
防
点
検
実
施
（
⑥
）

今
年
を
振
り
返
る

③

①

②③
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７月
１
第
100
回
前
島
密
翁
献
碑
祭
、
記
念
式
典
開
催

10
第
26
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

16
第
43
回
高
田
城
址
公
園
観
蓮
会
開
催
（
〜
８
月
21
日
）

糸
魚
川
・
上
越
・
妙
高
Ｓ
Ｅ
Ａ 

Ｔ
Ｏ 

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ

２
０
２
２
開
催
（
〜
17
日
）（
⑦
）

25
第
47
回
上
越
ま
つ
り
開
催
（
〜
29
日
）（
⑧
）

８月
１
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
「
ふ
る

さ
と
上
越
応
援
寄
附
金
」
の
受
付
開
始

5
新
潟
県
Ｂ
Ａ
・
５
対
策
強
化
宣
言
発
令
（
〜
９
月
16
日
）

6
広
島
平
和
記
念
式
典
に
中
学
生
代
表
を
派
遣
（
⑨
）

20
第
97
回
謙
信
公
祭
開
催
（
〜
21
日
）（
⑩
）

１
日
当
た
り
の
市
内
感
染
者
数
が
522
人
と
過
去
最
多
を

更
新

31
上
越
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
の
機
能
を
拡
充

10月
3
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
２
価
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
開
始

9
第
14
回
え
ち
ご・く
び
き
野
100
㎞
マ
ラ
ソ
ン
開
催（
12
ペ
ー

ジ
参
照
）

22
第
17
回
越
後・謙
信
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
ま
つ
り
２
０
２
２
開
催

（
〜
23
日
）（
12
ペ
ー
ジ
参
照
）

11月
10
上
越
市
表
彰
式
開
催
（
８
〜
９
ペ
ー
ジ
参
照
）

14
上
越
市
教
育
コ
ラ
ボ
学
び
愛
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
２
開
催（
〜

21
日
）

19
令
和
４
年
度
上
越
市
二
十
歳
（
は
た
ち
）
を
祝
う
つ
ど

い
開
催

※
色
塗
り
の
箇
所
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連

　
す
る
出
来
事
で
す

※
（ 

）
内
の
数
字
に
対
応
す
る
写
真
を
参
照
く
だ
さ
い

⑤ ④

⑥

⑦

⑨

⑩ ⑧

⑩ ⑧
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12月のトピックス

雪に備えましょう
　大雪に見舞われた場合、市内各所で交通障害や、建物および農業
施設などへの被害が発生し、暮らしや経済活動に大きな影響が生じ
ます。本格的な雪のシーズンを迎えるに当たり、確認・協力してい
ただきたいポイントをまとめました。

道路除雪に関するお願い

除雪作業中の
事故にご注意を

大雪に備え 市民の皆さんから
ご協力いただきたいこと

⃝�不要不急の外出自粛に備え、飲食料、防寒着、燃料、
常備薬などの備蓄品を準備しましょう。
⃝�異常降雪時のごみ収集の休止に備え、ごみの減量に
ご協力ください。
⃝�町内会などにおいて、災害時の安否確認や除排雪の
支援が必要な世帯を把握し、日頃からの声掛けや支
援体制を整えておきましょう。
⃝�農業用ハウスなどの倒壊を防ぐため、「降雪前に被
覆物を取り外す」または「小まめな除雪」をしましょう。

■問合せ…道路課雪対策室（☎025-526-5111、
　　　　　内線 1614）または各総合事務所

　早朝除雪は、路線積雪深が
10センチメートル以上に達し
た場合に出動し、限られた時
間で長距離の除雪を行います。
このため、次のことにご協力
をお願いします。

 通常の降雪時
⃝�路上駐車や歩道を占用する駐車は行わないでく
ださい。
⃝�樹木や乗入用鉄板、消雪用ビニールホースを道
路に出したままにしないでください。
⃝�除雪車は運転席からの見通しが悪く、近づくの
は危険ですので絶対に近づかないでください。
⃝�渋滞や事故につながるため、敷地内から雪を道
路に出さないでください。
⃝�除雪によって、玄関前や車庫前に残った雪は各
家庭や地域での処理をお願いします。
⃝�住宅地が浸水する恐れがあるため、農業用水路
へ投雪はしないでください。
⃝�除雪作業上危険な箇所、建物や塀が道路に接し
ている箇所、衝突や損傷の恐れのある箇所など
については、降雪前に各戸で目印となるポール
や赤い布などを設置するようお願いします。

 異常降雪時
⃝�除雪能力をはるかに上回る異常降雪時は、道路
ネットワークの機能が低下または寸断されるこ
とを理解いただき、不要不急の外出は控えてく
ださい。
⃝�自動車で緊急に外出しなければいけないときは、
幅員の狭い道路や抜け道など、走行困難となる
恐れのある道路の通行は避けてください。
⃝�病院周辺などの重点路線から除雪を行うため、
生活道路の除雪は遅れる場合があります。

　昨冬は市内において死者２人を含む25人が除雪
作業中の事故により死傷しました。実際に起きた事
故の中から、２つの事例とその対策を紹介しますの
で特に注意し、事故を未然に防ぎましょう。

屋根やはしごからの落下
（事故件数が最多　10人　うち重傷５人、軽傷５人）
⃝�滑りにくい履物、安全帯や命綱、ヘルメットを使
用するほか、屋根にアンカーの設置を検討しましょう。
⃝�はしごを使用する際は、転倒を防ぐため必ず固定
し、屋根へ移動するときは特に注意してください。

除雪機による事故
（重大事故が発生しやすい　６人　うち重傷２人、

軽傷４人）
⃝�除雪機の排雪口や、オーガ（回転刃）に手などを
巻き込まれ負傷しないよう、詰まった雪を取り除
くときは、必ずエンジンを止め、雪かき棒などを
使用しましょう。
⃝�作業中は周りに人を近づかせず、除雪機から離れ
るときは必ずエンジンを止めましょう。

■問合せ…危機管理課（☎025-520-5665）
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新潟地方気象台

テレビ局
ラジオ局

気象情報「特別警報・警報・注意報」
道路管理者（国・県）

県内 37 地点の気象情報など
県ホームページ【新潟県の雪情報】

新潟地方気象台ホームページ

雪情報

● 雪だるまのアイコンから道路除雪の状況、交通
　 情報などをまとめたページにアクセスできます
● 道路の通行規制などの情報について、国・県 との
　 連携による情報発信を行います

上越市ホームページ

上越市安全メール
（事前登録が必要）

上越ケーブルビジョン　上越市有線放送電話協会

Yahoo!防災速報

市公式　LINE、Twitter

エリアメール・緊急速報メール ※スマホ・携帯電話（一部機種を除く）
　で受信可能

防災ラジオ、戸別受信機

防災行政無線屋外拡声子局

消防団・ 消防署を通じた連絡（車による広報）

町内会・ 自主防災組織を通じた連絡

テレビ　　　　　　　　ラジオ

通常時は市政やイベントなどを、
大雪災害時は除雪情報などを発信します

自ら収集
できる情報

リモコンの

ボタン
最新の気象情報などを
確認できます。

上越市役所

雪情報

など

市民の皆さん

インターネット
を

使える人

携帯電話を
持っている人

登録または
契約

している人

上記の手段を
持って
いない人

防災ラジオ、
戸別受信機を
持っている人

FMじょうえつd

いろいろな手法で情報を収集しましょう

市道の道路除雪などに関する問合せ
集約先 集約元総合事務所

除雪対策本部
道路課雪対策室

（☎025-526-5111）

頸城区（☎025-530-2311）
三和区（☎025-532-2323）
名立区（☎025-537-2121）

浦川原区総合事務所
（☎025-599-2301）

安塚区（☎025-592-2003）
大島区（☎025-594-3101）

集約先 集約元総合事務所
柿崎区総合事務所
（☎025-536-2211）

大潟区（☎025-534-2111）
吉川区（☎025-548-2311）

板倉区総合事務所
（☎0255-78-2141）

牧　区（☎025-533-5141）
中郷区（☎0255-74-2411）
清里区（☎025-528-3111）

�　災害時にはさまざまな情報が発信されます。日頃から情報収集の手法を確認しておきましょう。
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12月のトピックス

市役所木田庁舎、総合事務所、南・北出張所で
年末に窓口を開きます

場所 開設窓口 手続きができる各種届出など 問合せ

市
役
所
木
田
第
１
庁
舎

１
階

市民課

・住民異動届出（転出、転入、転居など）
　※�他市町村への照会が必要な場合や、転出証明書を持参しない特

例転入は手続きできない場合があります。
☎025-520-5685

・戸籍届出（出生、死亡、婚姻など） ☎025-520-5686
・�戸籍謄抄本（除籍、原戸籍を含む）､住民票の写し（広域交付を除く）、
印鑑登録証明書などの交付、印鑑登録 ☎025-520-5685

パスポート
センター
（市民課内）

・一般旅券（パスポート）の交付（受け取り）
　※�申請はできません。受け取りの際は、事前に収入印紙と新潟県

収入証紙を購入してお越しください。
☎025-520-5687

国保年金課
・国民健康保険の各種申請、相談 ☎025-520-5714
・国民年金の加入届、免除申請、学生納付特例申請 ☎025-520-5716
・後期高齢者医療制度、老人医療費助成制度の各種申請、相談 ☎025-520-5717

福祉課 ・�障害者福祉に関する各種申請、相談
　※申請、相談の内容により即日対応ができない場合があります。 ☎025-520-5695

高齢者支援課 ・介護保険の各種申請 ☎025-520-5705
☎025-520-5706

・高齢者福祉サービスの相談 ☎025-520-5707

こども課 ・�児童手当、児童扶養手当、ひとり親家庭等医療費助成、子ども医
療費助成の各種申請、相談 ☎025-520-5726

健康づくり
推進課

・乳幼児健診、児童に係る予防接種の相談、母子健康手帳の交付
　※窓口はこども課。

☎025-520-5843
☎025-520-5711

２
階

税務課 ・所得・資産・納税証明書の発行 ☎025-520-5649

収納課 ・�市税、介護保険料、後期高齢者医療保険料、保育料、市営・県営
住宅（駐車場）使用料の納付受付 ☎025-520-5654

保育課 ・保育園・認定こども園の入園相談 ☎025-520-5720
ガス水道局 料金センター ・転居に伴うガス・水道の開閉栓手続き、料金の納付受付 ☎025-522-7030
※�各総合事務所、南出張所（☎025-525-4151）、北出張所（☎025-544-2111）でも、市役所と同様の業務（パスポー
トの交付を除く）を行います。

開設日時：12月29日㊍、30日㊎午前８時30分～午後５時15分

12月から市民課、南・北出張所の窓口開設時間が変わります

期間：12月１日㊍～令和５年２月28日㊋　窓口開設時間：午前８時30分～午後５時15分
■問合せ…市民課（☎025-520-5685）

こちらもご利用ください　～便利な手続き～
●�住民票の写しなどのコンビニ交付
　（午前６時30分～午後11時※12月29日～１月３日を除く）

●年末年始の業務（12月31日㊏～令和５年１月３日㊋）
　出生、死亡、婚姻届などは、木田庁舎および３総合事務所（浦川原区、柿崎区、板倉区）の時間外受
付で受け付けます。
●年末窓口でマイナンバーカードの申請サポートを行います（12月29日㊍、30日㊎）
・年末のマイナンバーカードに関する手続きは、申請サポートのみです。
・�申請の手続きは、12月28日㊌までに申請場所（市民課（☎025-520-5826）または
各総合事務所）に電話での予約が必要です。

・�交付申請書をお持ちでない場合は、申請手続きができませんので、必ず交付申請書を�
持ってお越しください。
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年末年始の診療のご案内
上越休日・夜間診療所（☎025-522-3777）

診療日 受付時間 診療科目
内科 小児科 外科

12月29日㊍ 午後７時30分～９時30分 ○ ○ ×

12月30日㊎～令和５年１月３日㊋

午前９時～11時30分 ○ ○ ○午後１時～３時30分
午後４時～５時30分 ○ ○ ×午後７時～８時30分

※症状にかかわらず、必ず事前に電話してから受診してください（電話は受付時間内のみ）。
※�６カ月未満の乳児は、医師の出務状況により診察できない場合がありますので、事前に電話する際に確
認してください。

上越休日歯科・障がい者歯科診療センター（☎025-523-5775）
診療日 受付時間 診療科目

12月30日㊎～令和５年１月３日㊋ 午前９時～11時30分 歯科
※障がい者歯科の診療はなし午後１時～３時30分

上越地域医療センター病院（☎025-523-2131）
　救急患者の診療を除き、12月29日㊍～令和５年１月３日㊋は休診します。
※発熱などの体調不良の場合は、必ず事前に電話でご相談ください。

年末年始のごみ収集・し尿くみ取り
令和５年１月１日㊐・㊗～３日㊋はごみの収集を休止します

■問合せ…生活環境課（☎025-526-5111、内線1020-4118、4115）

　休止期間以外の年末年始のごみ収集は、「ごみ分別収集カレンダー」のとおり行います。
●クリーンセンターの営業日

12/29㊍ 12/30㊎ 12/31㊏ 1/1㊐・㊗ 1/2㊊・振 1/3㊋ 1/4㊌
○ ○ ○ × × × ○

▶営業時間…午前８時30分～午後４時30分（午前11時30分～午後１時は受け入れしません）
●ごみを出すときのお願い
　年末年始は家庭ごみの量が特に多くなるため、次のことを守ってください。
・�年明け最初のごみ出しは「容器包装（プラスチック製・紙製）」の排出量が特に多くなるため、できるだ
け圧縮し、一度に出さず、何度かに分けて出してください。缶・ペットボトルはつぶしてから出してく
ださい。
・�資源物常時回収ステーション（回収品目：缶・びん・ペットボトル・新聞紙・雑誌類・段ボール）は、仕
事などの都合で指定日にごみが出せない人のための施設です。できる限り町内の集積所に出してください。
　※１月１日～３日はステーションの利用を控えるようご協力ください。
●し尿のくみ取り
▶年末の収集：12月27日㊋まで（申し込み：26日㊊正午まで）
　※各収集業者により営業日が異なるため、詳細は各収集業者へ問い合わせてください。
▶年始の収集：令和５年１月５日㊍から
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12月のトピックス

倉
茂　
章

東
雲
町
２
丁
目

学
校
医

佐
藤　
進
一

大
豆
１
丁
目 

学
校
医

内
山　
一
晃

黒
井

学
校
医

倉
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了

木
田
新
田
２
丁
目 

学
校
薬
剤
師

重
原　
孝
一

中
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区
藤
沢

学
校
薬
剤
師

渡
邊　
洋
子

岩
木

植
栽
や
環
境
美
化
活
動

令和４年度
上越市表彰 功績をたたえて

　11月10日、令和４年度上越市表彰式を行い、各分野で功績のあった56人と４団体を表彰しました。
（順不同、敬称略）

� ■問合せ…秘書課（☎025-520-5612）
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哲
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２
名
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市政　 ピックスト
市役所木田庁舎消防訓練 10/12

　上越消防署の協力の下、市職員、来庁者、上
越市議会議員など300人余りが参加し実施しま
した。木田第１庁舎地下食堂厨房からの出火を
想定した現場本部設置訓練、来庁者や職員の避
難・誘導訓練などのほか、庁舎備え付けの消火
器、救助袋など消防設備の使用訓練を行いまし
た。市長は、職員に向けた訓示で「想定し得な
い火災が発生したときに来庁者と自身の身を守
るための備えを万全にしてほしい」と話しました。

新潟県原子力防災訓練 10/29
　柏崎刈羽原子力発電所での原子力災害を想定
した県の防災訓練が行われました。市内では、
UPZ区域で屋内退避訓練を実施したほか、柿
崎区下黒川地区の住民を対象とした避難訓練が
行われ、18町内38人が参加しました。
　一時集合場所となった下黒川小学校では、安
定ヨウ素剤の緊急配布訓練やバスによる避難経
由所・避難所までの移動体験、スクリーニング・
簡易除染体験などを行い、万が一、事故が発生
した場合の対応を確認しました。
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第29回全国消防操法大会で上越市消防団が「優良賞」を受賞 10/29
　千葉県消防学校（千葉県市原市）で開催され
た第29回全国消防操法大会ポンプ車の部に、新
潟県を代表して上越方面隊第三分団が出場しま
した。出場した全21チーム中５位の成績（県代
表で過去最高）を収め、「優良賞」を受賞しました。
　11月10日、受賞の報告を受けた市長から、「素
晴らしい結果。悔しいと思う気持ちも次への力
になる。これからもチームワークを大切にしな
がら、消防団活動に取り組んでほしい」とねぎ
らいの言葉がありました

上越市のきらりと光る風景を発信しよう！
　Instagram（インスタグラム）で ”#上
越もよう” を付けて、市のまちなみ、自然、
歴史、食などの写真を投稿しませんか。

＠直江津港

rock.bouquet69さん

＠上越妙高駅

jun_amidaさん

＠箕
みかぶり

冠城跡

001_take.jpgさん

＠高田城址公園

ay.n._さん

＠うみがたり

hei_chan_toughさん

「#上越もよう」これまでの作品の中から掲載していま
す。その他の投稿は、こちらからご覧いただけます↓

■問合せ…観光交流推進課（☎025-520-5739）
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第14回えちご・くびき野100kmマラソン 10/９
　市内の市街地や海岸平野、峠道を走る「えちご・くび
き野100kmマラソン」が６年ぶりに開催され、全国か
ら約1700人のランナーが参加しました。100kmの部で
は感染症予防のため時差スタートが採用され、午前４時
30分に第1組のランナーが駆け出しました。
　各所で給水所やエイドが設けられ、ボランティアの皆
さんのおもてなしや応援がランナーの完走を後押し。ラ
ンナーの皆さんは充実の笑顔でゴールしました。

第17回越後・謙信ＳＡＫＥまつり2022   10/22・23
　高田本町商店街を会場に、３年ぶりに歩行
者天国が復活し開催された「越後・謙信SAKE
まつり」。上越の地酒や食を楽しもうと市内外
から２日間で６万1000人が来場しました。
　蔵元自慢の地酒の試飲やイベント限定酒の
販売が行われたほか、地場産野菜や軽食の販
売ブースも出店し、各ブースに長い列ができ
ました。訪れた多くの来場者がおちょこを片手
に上越の酒や食を味わいました。

（写真＝市民カメラマン　飯田 慶二さん）

2022・12　広報 12



　「メイド・イン上越」は、新規性・
オリジナル性、信頼性、市場性、地域
性（上越らしさ）などの観点から厳し
い審査を経て認証された、全国に誇る
上越の優れた逸品です。令和４年度は、
特産品６商品（４ 事業者）、工業製品
４製品（３事業者）が認証されました。
「メイド・イン上越特産品」を年末年
始の贈り物や自家用などに、ぜひご利
用ください。
■問合せ…上越ものづくり振興セン
ター（☎025-522-2666）

・各認証事業者の直営店舗
・メイド・イン上越常設販売コーナー
　（山本味噌エルマール店、うみてら
　す名立「食彩鮮魚市場」、上越ある
　るん村） など
・上越特産市場（通販サイト）

ここで購入できます

SNSでも情報発信中

Instagram Twitter Facebook

認証品の
詳細は

ここから

公式ホームページ

贈ろう 使おう

特産品 工業製品特産品 工業製品

特産品 工業製品

特産品 工業製品

アイレック新潟（株）
（☎025-544-6381）

ユニ・ソイル
（リサイクル土木資材）

（株）ホンダウォーク/PLOW
（☎025-530-7025）

MS1800J-GXS
（エンジン式薪割り機）

新和メッキ工業（株）
（☎025-524-5426）

f
フィッシュ

ish
（定規＆レターオープナー）

新和メッキ工業（株）
（☎025-524-5426）

c
カ ド ル

uddle
（差し色プレート）

（有）ヴィーダ（百々福堂）
（☎025-543-7801）

（有）西沢珍味販売
（☎025-524-9818）

パティスリーリリ
（☎025-522-2300）

（有）西沢珍味販売
（☎025-524-9818）

（有）西沢珍味販売
（☎025-524-9818）

（資）山本味噌醸造場
（☎025-543-2283）

キッテサブレ

さめの清酒づけ

清豆たると（ベイクド）

ワイン漬ソフトたら

さめのワインづけ

音で育てたおいしい味
みそう

奏



　直江津港には、LNG※火力発電所やLNG基地が立地し、エネルギー港湾として、皆さんの生活を支えています。
東北電力㈱上越火力発電所の操業開始により、エネルギー港湾としての拠点性がさらに高まることが期待され
ます。
※LNG…液化天然ガス（天然ガスがマイナス162度に冷やされ液体となったもの）

直江津港を知ろう！②
− 日本海側拠点港（LNG）の直江津港 −

資源物常時回収ステーションの利用はマナーを守って
　資源物常時回収ステーションは、資源物を収
集日に出せない場合に利用できる施設ですが、
対象品以外の排出や屋外放置などの問題が発生
しています。
　みんなが気持ちよく利用できるよ
う、ルールの徹底をお願いします。

　コンテナハウスの外に資源物を置いて行ってしまう「屋
外放置」が週末に多く発生しています。
　屋外放置により資源物が飛散し、線路や道路、一般住
宅の敷地へ飛び、事故の発生につながる恐れもあります。
コンテナハウスが満量のときは、一度お持ち帰りいただ
き、別日に利用してください。

■問合せ…生活環境課（☎025-526-5111、内線1020-4118）
●こんな違反、していませんか？
中身が残った

ペットボトルを出す
新聞紙の隙間に
ごみを隠す

分別していない
家庭ごみを置いていく

スプレー缶 缶ビールの包み 色付き
ペットボトル

間違えやすいもの 

●屋外放置、ダメ。絶対。

穴を開けて
燃やせないごみ 　　　が…

ある⇒プラスチック
　　　容器包装
ない⇒燃やせるごみ

ダンボールに
見えますが
「紙製容器包装」

NO

㈱I
インペックス
NPEX直江津LNG基地 東北電力㈱上越火力発電所 ㈱J

ジ ェ ラ
ERA上越火力発電所

市内をはじめ１都８県にガスを供給
（平成25年12月操業開始）

市内をはじめ各地へ電力を供給
（令和４年12月操業開始（予定））

長野県をはじめ各地へ電力を供給
（平成24年７月操業開始）

令和４年10月撮影

ごみ分別辞典
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事業やもよおしなどの実施について　�新型コロナウイルス感染症の影響などにより延期・中止する場合がありますのでご了承ください。

時…日時、期間   所…場所   対…対象（表記無し：どなたでも）
定…定員   費…費用（表記無し：無料）   講…講師
申…申込（表記無し：不要）   問…問合せ   他…その他

「広報上越」へのご意見をお寄せください
　掲載してほしい内容、その他広報紙全般に
ついてのご意見、感想を、電話、ファクシミリ、
メール、アンケートフォームからお寄せくださ
い。今後の紙面づくりの参考とします。
問広報対話課
☎025-520-5614 FAX025-526-6112 koho-joetsu@city.joetsu.lg.jp

詳しくは

マ
イ
ナ
ポ
イ
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ト
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２
弾
の 
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限
が
延
長
に
な
り
ま
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マ
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ン

バ
ー
カ
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を
取
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し
た

人
が
、
最
大

２
万
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分
の
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イ
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け
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れ
る
「
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ナ
ポ
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弾
」。
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象
と
な
る
カ
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ド

の
申
請
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市
民
課
や
各
総
合
事
務
所
の
窓

口
で
は
、
申
請
に
必
要
な
写
真
撮

影
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

る
ほ
か
、
市
内
の
商
業
施
設
や
公

共
施
設
な
ど
で「
出
張
申
請
サ
ポ
ー

ト
」
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
申
請
期
限
が
近
づ
く
と
、
窓
口

の
混
雑
や
交
付
に
時
間
を
要
し
ま

す
の
で
、
早
め
の
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
市
民
課
（
☎
０
２
５・５
２
０・

５
８
２
６
）

上
越
市
地
図
情
報
サ
ー
ビ
ス（
ｅ
マ
ッ
プ 

じ
ょ
う
え
つ
）を
公
開
し
ま
し
た

　

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
行
政
の
保
有

す
る
情
報
を
地

図
付
き
で
分
か

り
や
す
く
市
民
へ
提
供
す
る
「
上

越
市
地
図
情
報
サ
ー
ビ
ス（
ｅ
マ
ッ

プ　

じ
ょ
う
え
つ
）」
を
、
11
月

１
日
か
ら
公
開
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や

都
市
計
画
、
市
道
網
図
な
ど
の
情

報
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
掲
載
情

報
は
随
時
追
加
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
総
務
管
理
課

情
報
政
策
室

（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
６

０
５
）

従
業
員
の
市
民
税・県
民
税
は

給
与
天
引
き（
特
別
徴
収
）で

　
給
与
所
得
者

（
従
業
員
）
の

市
民
税
・
県
民

税
は
、
給
与
支

払
者（
事
業
主
）

が
給
与
か
ら
天
引
き
し
て
納
付
す

る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
や
非
常
勤
職
員
で
も
特
別
徴
収

が
必
要
で
す
。

　
ま
だ
特
別
徴
収
を
行
っ
て
い
な

い
事
業
主
は
、
令
和
５
年
度
の
特

別
徴
収
の
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
（
☎

０
２
５
・
５
２

０・５
６
５
０
）

お
知
ら
せ

●市内の交通事故件数
１月１日〜10月末日の状況
発生件数 156件（±０）
死者数 5人（＋１）
負傷者数 174人（＋10）

●市内の犯罪発生件数
１月１日〜10月末日の状況

刑法犯罪認知件数 504件（−９）
その内窃盗犯 307件（−14）

盗難防止の合言葉 “みんなで鍵掛け”

特殊詐欺に注意！
　金を返す、または要求する内容の電話は
詐欺と疑い、まずは確認を。
問市民安全課（☎025-520-5661）

※ いずれも暫定値で、（　）内は前年比

納
期
限　
12
月
28
日
㊌

▼
固
定
資
産
税・都
市
計
画
税

�

（
第
３
期
）

▼
国
民
健
康
保
険
税

�

（
第
６
期
）

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

�

（
第
６
期
）

納
期
限　
令
和
５
年
１
月
４
日
㊌

・
介
護
保
険
料�

（
第
９
期
）

・
国
民
年
金
保
険
料

�

（
11
月
分
）

税・保険料の納期限

詳しくは

詳しくは
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上
越
妙
高
駅
東
口
で 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

　
上
越
妙
高
駅
東
口
の
樹
木
を
ラ

イ
ト
で
装
飾
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
新
た
な

色
が
加
わ
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

時
令
和
５
年
３
月
14
日
㊋
ま
で
の

午
後
５
時
～
11
時　
問
交
通
政
策

課（
☎
０
２
５・

５
２
０
・
５
６

３
２
）

農
業
所
得
の
申
告

●
農
業
従
事
者

　
領
収
書
な
ど
の
関
係
書
類
を
集

計
し
、
収
入
と
経
費
を
記
載
し
た

収
支
内
訳
書
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
個
人
や
法
人
か
ら
賃
金

や
作
業
料
な
ど
を
受
け
取
っ
た
場

合
も
申
告
が
必
要
で
す
。

●
小
規
模
農
家

　
水
稲
作
付
50
ア
ー
ル
未
満
の
人

は
、
調
査
票
を
市
へ
提
出
す
る
こ

と
で
、
収
支
内
訳
書
の
提
出
を
省

略
で
き
る
た
め
、
市
民
税
・
県
民

税
の
申
告
時
間
を
短
縮
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
調
査
票
は
令
和

５
年
２
月
上
旬
頃
に
発
送
し
ま
す
。

●
田
畑
を
小
作
に
出
し
て
い
る
人

　
個
人
や
法
人
か
ら
小
作
料
を
受

け
取
っ
た
場
合
は
、
不
動
産
所
得

と
し
て
申
告
が
必
要
で
す
。

●
法
人
の
代
表
者

　
法
人
の
構
成
員
が
申
告
し
や
す

い
よ
う
、
小
作
料
、
賃
金
、
作
業

委
託
料
、
機
械
借
上
料
な
ど
の
項

目
別
に
支
払
金
額
を
ま
と
め
、
構

成
員
に
配
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
（
☎
０
２
５・５
２
０・

５
６
５
０
）

建
物
を
取
り
壊
し
た
ら 

届
け
出
を

　
固
定
資
産
税
と
都

市
計
画
税
は
、
毎
年

１
月
１
日
現
在
の
固

定
資
産
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

　
住
宅
や
車
庫
な
ど
の
建
物
を
取

り
壊
し
た
と
き
（
一
部
分
の
取
り

壊
し
を
含
む
）
は
、
現
況
確
認
が

必
要
で
す
。
必
ず
「
家
屋
滅
失
届

出
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
が
な
い
と
、
建
物
が
あ
る

も
の
と
し
て
、
引
き
続
き
課
税
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
届
出
書
は
、
問
合
せ
先
に
あ
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
税
務
課
（
☎
０
２
５
・
５
２�

０
・
５
６
５

２
）、
各
総
合

事
務
所

令
和
５
年
度 

償
却
資
産

（
固
定
資
産
税
）の
申
告

　
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な

る
償
却
資
産
を
所
有
す
る
法
人
や

個
人
事
業
主
は
、
令
和
５
年
１
月

１
日
現
在
の
状
況
を
申
告
期
限
ま

で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

対
市
内
で
事
業
に
使
用
し
て
い
る

資
産（
使
用
可
能
な
資
産
も
含
む
）

※
土
地
や
家
屋
と
し
て
評
価
さ
れ

て
い
る
資
産
や
、
軽
自
動
車
税
、

自
動
車
税
の
対
象
と
な
る
資
産
は

除
く　
申
申
告
期
限
＝
令
和
５
年

１
月
31
日
㊋
ま
で
に
電
子
申
告（
ｅ

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
）
ま
た
は
税
務
課
、南・

北
出
張
所
、
各
総
合
事
務
所
へ
書

面
で
申
告　
※
電
子
申
告
の
利
用

は
事
前
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い　

問
税
務
課
（
☎

０
２
５
・
５
２

０・５
６
５
２
）

冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　
年
末
が
近
づ
く
と
、
人
や
車
の

動
き
が
慌
た
だ
し
く
な
り
、
注
意

力
が
散
漫
に
な
り
が
ち
で
す
。
さ

ら
に
、
夕
暮
れ
の
早
ま
り
や
悪
天

候
、
路
面
の
凍
結
・
積
雪
、
飲
酒

の
機
会
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
交

通
事
故
の
多
発
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

道
路
を
利
用
す
る
全
て
の
人
が
、

交
通
ル
ー
ル
の
順
守
と
正
し
い
マ

ナ
ー
を
実
践
し
、
交
通
事
故
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

時
12
月
11
日
㊐
～
20
日
㊋

●
ス
ロ
ー
ガ
ン

『
寒
く
て
も　
ゆ
ず
る
運
転　
あ

た
た
か
く
』

●
運
動
の
重
点

①�

横
断
歩
行
者
な
ど
の
交
通
事
故

防
止

②
飲
酒
運
転
の
根
絶

③
冬
道
の
安
全
走
行

問
市
民
安
全
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
６
１
）

市
内
の
空
間
線
量
率
観
測
結
果 

～
10
月
も
通
常
の
範
囲
内
で
し
た
～

　
毎
日
午
前

９
時
に
、
上

越
地
域
消
防

事
務
組
合
管

内
の
各
消
防

署
に
お
い
て
、

地
上
１
メ
ー
ト
ル
で
測
定
し
た
値

（
月
間
の
平
均
値
、
最
小
値
、
最

大
値
）
は
、
い
ず
れ
も
通
常
の
値

で
あ
る
毎
時
０
・
０
１
６
～
０
・

１
６
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
範

囲
内
で
し
た
。

問
環
境
保
全
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
９
０
）

地
盤
沈
下
を
防
ぐ
た
め
に
、 

地
下
水
の
節
水
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
消
雪
の
た
め
地

下
水
を
多
く
く
み

上
げ
る
と
、
地
盤

が
沈
下
し
、
住
宅

な
ど
に
大
き
な
被

害
が
発
生
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

消
雪
パ
イ
プ
の
水
を
小
ま
め
に
止

め
、
人
力
や
機
械
に
よ
る
除
雪
を

行
う
な
ど
、
地
下
水
の
節
水
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
で
は
揚
水
設
備
の
設

置
を
規
制
し
て
い
ま
す
。
届
け
出

な
ど
が
必
要
な
地
域
で
揚
水
設
備

を
設
置
・
変
更
す
る
場
合
は
、
着

工
前
に
市
、
県
ま
た
は
施
工
業
者

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
揚
水
設
備
の
設
置
者
の
皆
さ
ん
へ

○�

節
水
型
の
自
動
降
雪
感
知
器
の

設
置
や
、
く
み
上
げ
た
地
下
水

の
再
利
用
、
機
械
除
雪
の
併
用

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

○�

県
が
地
盤
沈
下
注
意
報
や
警
報

を
発
令
し
た
と
き
は
、
地
下
水

の
一
層
の
節
水
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
特
に
、警
報
発
令
時
は
、

地
下
水
の
使
用
量
を
半
減
し
て

く
だ
さ
い
。

問
環
境
保
全
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
９
０
）

詳しくは

詳しくは

詳しくは
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「
冬
季
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

　
世
界
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
情

勢
が
不
安
定

な
中
、
今
冬

も
電
力
需
給

は
厳
し
い
見

込
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。
市
で
は
、
地
球
温
暖

化
対
策
の
観
点
か
ら
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
お

り
、
市
役
所
や
市
の
施
設
で
は
19

度
を
目
安
に
空
調
を
運
転
し
て
い

る
ほ
か
、
職
員
は
セ
ー
タ
ー
や
ひ

ざ
掛
け
を
着
用
す
る
な
ど
防
寒
対

策
を
し
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
や
事
業
所
で
も
、
不
要
な
照

明
の
消
灯
や
適
切
な
暖
房
利
用
な

ど
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
例
】

・
暖
房
は
室
温
20
度
を
目
安
に

・
衣
服
に
よ
る
温
度
調
節
を

・�

昼
間
は
日
差
し
を
取
り
入
れ
、

不
要
な
照
明
は
消
す

・�

給
湯
設
備
は
用
途
に
合
わ
せ
て

小
ま
め
に
温
度
調
節
を

問
環
境
保
全
課

（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
６

８
９
）

児
童
扶
養
手
当・ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
助
成

　
離
婚
や
配
偶
者
と
の
死
別
な
ど

に
よ
り
対
象
と
な
る
人
で
、
ま
だ

申
請
を
し
て
い
な
い
人
は
、
早
め

に
相
談
ま
た
は
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
所
得
制
限
や
公

的
年
金
の
受
給
状
況
な
ど
に
よ
り

対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

対
年
度
の
末
日
で
18
歳
以
下
（
障

害
が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
ひ
と
り
親

家
庭
の
父
も
し
く
は
母
、
ま
た
は

児
童
を
養
育
す
る
人　
申
問
こ
ど

も
課
（
☎
０
２
５
・
５
２
０
・
５

７
２
６
）
ま
た
は
各
総
合
事
務
所

道
路
の
穴
や
側
溝
の
破
損
を

見
つ
け
た
ら
ご
連
絡
を

　
側
溝
や
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
破
損
、

道
路
の
穴
は
、
通

行
の
支
障
と
な
り

ま
す
。
特
に
雪
が

降
る
と
、
舗
装
が
壊
れ
や
す
く
な

り
、
交
通
事
故
の
危
険
性
が
高
ま

り
ま
す
。
破
損
箇
所
を
見
つ
け
た

り
、
誤
っ
て
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
道

路
沿
い
の
視
線
誘
導
標（
反
射
柱
）

を
損
傷
し
た
り
し
た
場
合
は
、
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
道
路
課
（
☎
０
２
５・５
２
０・

５
７
７
４
）、
各
総
合
事
務
所

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か 

第
11
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求

　
戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
へ
の
特

別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
は
令
和
５

年
３
月
31
日
㊎
ま
で
で
す
。
ま
だ

請
求
し
て
い
な
い
人
は
、
福
祉
課

ま
た
は
各
総
合
事
務
所
で
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

対
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺

族
で
、
令
和
２
年
４
月
１
日
時
点

で
存
命
の
遺
族
（
一
人
）
※
対
象

者
が
死
亡
し
た
場
合
は
、
そ
の
相

続
人
も
請
求
可
能
。

●
対
象
者
の
優
先
順
位

１　
戦
没
者
な
ど
の
子

２　

�

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
、

戦
没
者
な
ど
と
生
計
関
係
が

あ
り
、
氏
が
同
じ
で
あ
る
①

父
母
、
②
孫
、
③
祖
父
母
、

④
兄
弟
姉
妹

３　

�
２
以
外
の
①
父
母
、
②
孫
、

③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

４　

�

１
～
３
以
外
の
遺
族
で
、
戦

没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引

き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関

係
が
あ
っ
た
三
親
等
内
の
親

族

他
額
面
25
万
円
（
年
５
万
円
×
５

年
間
）
の
記
名
国
債　
問
福
祉
課

（
☎
０
２
５・５
２
０・５
６
９
３
）

令
和
４
年
度
上
越
市
二
十
歳
を

祝
う
つ
ど
い
記
念
品
の
配
布

対
11
月
19
日
の

上
越
市
二
十
歳

を
祝
う
つ
ど
い

を
欠
席
し
た
人　

申
問
案
内
は
が

き
を
持
参
し
、

令
和
５
年
１
月
13
日
㊎
ま
で
に
社

会
教
育
課
（
☎
０
２
５・５
４
５・

９
２
４
５
）
ま
た
は
各
総
合
事
務

所
で
受
け
取
り

（
家
族
な
ど
の

受
け
取
り
も
可

能
）農

業
用
軽
油
の
免
税
制
度

　
農
業
用
機
械

に
使
用
す
る
軽

油
引
取
税
（
１

リ
ッ
ト
ル
当
た

り
32
円
10
銭
）

を
免
税
す
る
制

度
で
す
。

　
新
規
で
希
望

す
る
人
は
、
令
和
５
年
１
月
20
日

㊎
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
２
年
目
以
降
の
人
は
取
扱
販

売
店
が
指
定
す
る
日
ま
で
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

　
免
税
さ
れ
る
軽
油
数
量
は
、
使

用
す
る
農
業
機
械
の
種
類
と
、
農

地
台
帳
に
記
録
さ
れ
た
耕
作
面
積

を
基
に
決
定
し
ま
す
。

費
○
申
請
手
数
料
＝
４
５
０
円�

（
新
規
申
請
時
と
更
新
時
に
そ
れ

ぞ
れ
必
要
）　

○
耕
作
面
積
証
明

手
数
料
＝
３
５
０
円（
毎
年
必
要
）

問
○
申
請
に
関
す
る
こ
と
＝
免
税

軽
油
取
扱
石
油
販
売
店
ま
た
は
上

越
地
域
振
興
局
県
税
部
課
税
課（
☎

０
２
５
・
５
２
６
・
９
３
０
８
）、

○
耕
作
面
積
証
明
に
関
す
る
こ
と

＝
農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎
０
２

５
・
５
２
０
・
５
８
１
３
）

高
田
城
三
重
櫓
の 

冬
季
休
館
と
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

問
歴
史
博
物
館
（
☎
０
２
５
・
５

２
４
・
３
１
２
０
）

●
開
館
日
（
１
月
～
２
月
）

　
金
曜
日
～
日
曜
日
、
祝
日
（
た

だ
し
、
令
和
５
年
２
月
24
日
㊎
は

祝
日
の
翌
日
の
た
め
休
館
）

※�

年
末
年
始
（
12
月
29
日
㊍
～
令

和
５
年
１
月
３
日
㊋
）、
月
曜

日
～
木
曜
日
は
休
館

○�

開
館
時
間
（
12
月
～
令
和
５
年

３
月
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

●
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

時
12
月
28
日
㊌

～
令
和
５
年
１

月
３
日
㊋
、
日

没
～
午
前
２
時

詳しくは

詳しくは

詳しくは
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12月分の都市ガス料金

　電力・ガス・食料品などの価格高騰により、大きな影
響を受けている低所得世帯（住民税非課税世帯など）に
対し、価格高騰緊急支援給付金および灯油購入費助成金
を支給します。予め非課税世帯であることが確認できた
世帯には、市から確認書を送付しているので、必要事項
を記入し返送してください。
※ 市で課税状況の判定ができなかった世帯（令和４年１

月２日以降に転入した人を含む世帯など）や、家計急
変世帯などは申請が必要です。

対次のいずれかに該当する世帯
① 　基準日（令和４年９月30日）に、上越市に住民登

録があり、世帯全員の令和４年度（令和３年分）の住
民税が非課税である世帯（ただし、世帯全員が住民税
を課税されている人の扶養になっている場合を除く）

② 　①に該当しない世帯で、予期しない理由により、令
和４年１月から12月までの期間において、家計が急
変し、世帯全員の収入が、住民税非課税の世帯と同様
の水準にあると認められる世帯

他支給額＝一世帯当たり価格高騰緊急支援
給付金５万円＋灯油購入費助成金５千円
申令和５年１月31日㊋まで

●イノシシ侵入防止用電気柵は降雪期前に撤収しましょう
　雪の重みで電源装置や支柱、電線などの機材が破損す
る恐れや、道路脇のほ場は除雪作業の支障となるため、
電気柵は降雪期前に必ず撤収してください。
　また、春先の掘り起し被害を防止するため、来春の雪
解け後、速やかに電気柵を設置し直してください。
●有害鳥獣を捕獲しています
　農作物の被害を防ぐため、（一社）新潟県猟友会の市内
６支部が、年間を通してイノシシなどの有害鳥獣を捕獲

しています。猟銃や、わなを使用しますので、見掛けて
も近づかないようにしてください。なお、住宅地や人が
多く集まる場所では実施していません。
※ 猟友会員は、捕獲活動時

にオレンジ色の帽子とベ
ストを着用しています。
捕獲活動を行う際は、実
施者が関係する町内会に
周知します。

　原料費調整制度による12月分の都市ガス料金（一般契
約料金）は下記のとおりです。今回の調整は、７月～９月
のＬＮＧ等平均原料価格（貿易統計値）が前月分算定期間
の平均原料価格に比べ上昇したことによるものです。

使用量区分 １㎥当たりの単価（税込）
０〜25㎥ 195.84円

26〜150㎥ 194.07円
151㎥以上 192.61円

前月検針分に比べ１㎥当たり15.76円の値上げとなります。
※基本料金は変わりません。 問合せ…ガス水道局総務課（☎025-522-5518）

 問合せ…福祉課（☎025-520-5697）

詳しくは

野生鳥獣による農作物被害への対策

価格高騰緊急支援給付金および灯油購入費助成金を支給します

 問合せ…中山間地域農業対策室（☎025-520-5755）

　まだ申請していない人は、期限までに手続きしてください。なお、申請が不要な人には振り込み済みです。
他支給額＝児童１人につき10万円　申問令和５年２月28日㊋までに申請書類一式を、こども課（☎025-520-5726）また
は各総合事務所に提出。申請書は市ホームページからダウンロードできます
●申請が必要となる世帯
　令和４年３月31日時点で18歳未満の子（障害がある場合は20歳未満）を養育している世帯で、次のいずれかの世帯
○ひとり親世帯（収入が児童扶養手当を受給できる水準の世帯）
① 公的年金の受給により、４月分児童扶養手当を受給し

ていない世帯
② ４月分の児童扶養手当を受給していないが、

新型コロナウイルス感染症の影響により、
令和２年２月以降の収入が児童扶養手当
を受給できる水準にある世帯

○ひとり親世帯以外（収入が住民税非課税の水準の世帯）
① 令和４年度（令和３年分）住民税が非課税で、４月分

児童手当を受給していない世帯
② 令和４年度（令和３年分）住民税が課税

されているが、新型コロナウイルス感染
症の影響により、令和４年１月以降の収
入が住民税非課税の水準にある世帯

所得の少ない子育て世帯への生活支援特別給付金の申請はお早めに

詳しくは 詳しくは
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 問合せ…健康づくり推進課（☎025-520-5711）

インフルエンザ
　インフルエンザは、一旦流行すると短期間で感染拡大
します。一人一人が感染しない、させないよう心掛けま
しょう。
●インフルエンザを予防する６つのポイント
①咳エチケット
　飛沫感染を防ぐため、咳やくしゃみが出
るときは、マスクを着用しましょう。
②外出後の手洗いなど
　流水・せっけんによる手洗いや、アルコー
ル製剤による手指の消毒を行いましょう。
③適度な湿度の保持
　空気が乾燥すると、のどの粘膜の防御機能が低下し、
インフルエンザにかかりやすくなります。特に乾燥しや
すい室内では、加湿器などを使って適切な湿度（50～
60％）を保ちましょう。
④十分な休養とバランスのとれた栄養摂取
　体の抵抗力を高めるため、十分な休養とバランスのと
れた栄養摂取を心掛けましょう。
⑤人混みや繁華街への外出を控える
　インフルエンザが流行してきたら、人混みや繁華街へ
の外出を控えましょう。人混みへ出掛ける場合は、滞在
時間を最小限にとどめ、マスクを着用しましょう。
⑥流行前の予防接種
　予防接種は、発症予防や重症化防止に有効とされてい
ます。

ノロウイルス
　ノロウイルスによる感染性胃腸
炎や食中毒は、特に冬季に流行し
ます。主な感染経路は、便や嘔

おう

吐
と

物からの二次感染、人から人への
飛沫感染、汚染された食品を食べ
た場合などです。
　主な症状は吐き気、嘔吐、下

げ

痢
り

、腹痛です。通常１～
２日で治りますが、子どもや高齢者などは重症化するこ
とがあります。症状が治まっても、１週間から１カ月程
度はウイルスの排出が続くことがあるため、注意が必要
です。
●日頃の予防対策
○調理や食事の前、トイレの後は、必ず手を洗う。
○ 下痢や嘔吐などの症状がある人は食品を直接取り扱わ

ない。
○ 加熱が必要な食品は中心部までしっかり加熱する（中

心部が85度～90度で90秒以上が望ましい）。
○ 調理器具は使用後に洗浄・殺菌する（0.02％に薄め

た塩素系漂白剤で浸すように拭く、85度以上の熱湯
で１分以上加熱するなど）。
○ 感染者の便や嘔吐物は、手袋などを着用し、ウイルス

が飛び散らないよう静かに拭き取った後、0.02％に
薄めた塩素系漂白剤で床を浸すように拭き取り、水拭
きする。使用したタオルなどはビニール袋に密閉して
廃棄する。

感染症に気をつけましょう

　市の基本的な計画や重要な条例などの立案などの段階で、市民の皆さんから広く意見を募るとともに、
寄せられた意見について意思決定を行い、その結果と市の考え方を公表する一連の制度です。
　市民参画によるまちづくりに向け、積極的にご意見をお寄せください。
所公表場所＝各問合せ先、市政情報コーナー（市役所木田第１庁舎１階）、各総合事務所、南・北出張所、
市民プラザ、高田図書館、高田図書館浦川原分館、オーレンプラザ、教育プラザ、直江津学びの交流館、
ユートピアくびき希望館、市ホームページ
●意見募集

案件名 期間 問合せ

新市建設計画の変更（案） 11月25日㊎〜12月24日㊏
企画政策課

（☎025-520-5625、
kikaku@city.joetsu.lg.jp）

上越市第４次男女共同参画基本計画（案） 12月23日㊎〜令和５年１月23日㊊
男女共同参画推進センター

（☎025-527-3624、
d-sankaku@city.joetsu.lg.jp）

●実施しない理由の公表
案件名 実施しない理由 期間 問合せ

上越市自治基本条例の
一部改正（案）

個人情報の保護に関する法律の一部改正を受け、個人情
報の保護および手続きなどに関する根拠としてこの法律
を加えるものであり、条例の改正により市民の生活や事
業活動に影響を及ぼすものではないため

11月21日㊊〜
12月20日㊋

自治・地域振興課
（☎025-520-5672）

●意見募集結果の公表
案件名 期間 問合せ

上越市第７次総合計画（案） 11月25日㊎〜12月26日㊊ 企画政策課（☎025-520-5625）

パブリックコメント（市民意見公募手続）
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　新潟県赤十字血液センターでは、会場での密集防止や待ち時間短縮のため、献血Web会員サービス「ラブラッ
ド」からの予約をおすすめしています。ラブラッド会員でない人や初めて協力したい人も利用できます。

実施日 受付時間 会　　場
６日㊋
18日㊐
25日㊐

10：00〜12：00
13：30〜16：00

イオン上越店
（毎月第１火曜日と第３・４日曜日に実施しています）

健康診査

12月の献血バス運行日程

●こどもの健康診査
　乳幼児健康診査や離乳食相談会の日程は、母子健康手帳アプリまたは上越市子育て応援ス
テーションホームページで確認してください。
●成人の健康診査、各種がん検診
　年に一度は健（検）診を受け、自分の体の状態を確認しましょう。
時所令和４年度は日時と会場を指定しています
　令和２年度または令和３年度に、市が実施した健康診査を受けた人には、３月下旬に案内はがきを郵送しています（受
診券は、健（検）診日の２週間前頃に届きます）。
　詳しい日程は、広報上越４月号と併せて配布した「上越市健康診査カレンダー」をご覧ください。
対

健康診査
特定健康診査 40歳以上の上越市国民健康保険加入者
市民健康診査 職場などで受診する機会がない18〜39歳の市民
後期高齢者健康診査 後期高齢者医療制度加入者

がん検診

胃がん、大腸がん、肺がん、肝炎ウイルス 40歳以上
前立腺がん 50歳以上の男性
子宮頸がん 20歳以上の女性
乳がん 40歳以上の女性

申日時の変更・新規予約は、健（検）診日の3週間前まで
申込方法 会場 申込先

インターネット
（24時間対応） 全ての会場

上越市健康診査・がん検診予約システム
（右の二次元コードから予約システムに
アクセスできます）

電　　　話

上越医師会館
妙高健診室 上越医師会（平日午前９時〜午後４時、☎025-521-0507）

公民館や体育館など 健診専用ダイヤル（平日午前８時30分〜午後５時15分、☎025-521-6231、6233）
または各総合事務所

●健康診査の結果説明会（事前予約制）
　自分自身の体の状態を理解するため、健診結果の見方を説明しています。
問健康づくり推進課（☎025-520-5842）

上越市子育て応援
ステーション

母子健康手帳アプリ
の登録はこちら

 問合せ…健康づくり推進課（☎025-520-5712）

詳しくは

　ガス水道局が所有している土地および建物を一般競争入札で売却します。詳しくは、ホームページを
ご覧いただくか、申込先へ問い合わせてください。
●売却物件

財産名称 旧中部浄水場用地
所 在 地 三ツ橋新田64番ほか１筆

面　　積 土地：650.33㎡（約197坪）
建物：延床面積　約50㎡

地　　目 水道用地
建物構造 RC造１階建

そ の 他 ・旧浄水場施設現状有姿渡し
・売却条件あり

申問申込書に必要事項を記入し、12月26日㊊正午までにガス水道局総務課（☎025-522-5518）へ。申込書は申込先
にあるほか、ホームページからダウンロードできます。

建物付きの土地を売却します 詳しくは

北陸
自動
車道

N

県
道
小
猿
屋
黒
井
停
車
場
線

物件
所在地

旧小猿屋小学校
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　12月４日～10日は、法務省と全国人権擁護委員連合会が定めた「人権週間」、12月10日は世界人権宣言が採択
されたことを記念して国際連合が定めた「人権デー」です。

12月～令和５年３月の主な催しのご紹介
●人権擁護委員による人権相談
　各月20日の午前９時30分～午後０時30分・市民プラザにおいて、「特設人権相談所」を開設します。
問新潟地方法務局上越支局（☎025-525-4163）
●拉致問題巡回写真パネル展、映画「めぐみへの誓い」上映会
　北朝鮮による拉致問題への理解を深め、関心を持ち続けていただくため、パネル展の開
催と映画上映を実施します。
○写真パネル展
時所12月16日㊎～令和５年１月９日㊊・㊗午前８時30分～午後10時（直江津学びの交流館）
令和５年１月11日㊌～26日㊍午前８時30分～午後10時（吉川コミュニティプラザ）
○映画「めぐみへの誓い」上映会
時所12月24日㊏午前10時～正午（直江津学びの交流館）　定70人程度（申込順）　申名前・
住所・電話番号を明記の上、12月16日㊎までに人権・同和対策室へファクシミリで申し込み

　「障害者週間」は、国民の間に広く障害者の福祉についての関心と理解を深め、障害者が社会、経済、文化そのほか
あらゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高めることを目的として、障害者基本法に定められています。障害の
ある人は、周囲が理解し、配慮することで活動の幅が広がります。誰もがお互いに人格と個性を尊重して支え合う社
会を目指し、市民の皆さん一人一人の理解と協力をお願いします。
●障害者差別解消法を知っていますか？
　「障害者差別解消法」は、障害を理由とした差別をなくし、障害のある人もない人も平等に生活できる社会づくりを
推進するための法律です。この法律は、行政機関や事業者を対象としていますが、市民の皆さんも、障害について理解し、
障害を理由とした不当な区別や制限に気付き、解消していくようご協力をお願いします。
●ヘルプマーク・ヘルプカードを見かけたら
　ヘルプマーク・ヘルプカードは、外見からは分からなくても、周囲の人からの援助を必
要としている人が身に付け、周囲から配慮を受けやすくすることを目的としたものです。
利用者を見掛けたら、思いやりのある行動をお願いします。

12月4日～10日は「人権週間」、12月10日は「人権デー」

12月３日～９日は障害者週間です
～大切にしよう「相手を理解し配慮すること」～

ヘルプカード ヘルプマーク

 問合せ…福祉課（025-520-5695）

 問合せ…人権・同和対策室（☎025-520-5683・FAX025-520-5853）
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　原油価格や物価高騰などの影響
を受けている子育て世帯に対し、
市独自の支援として児童１人につ
き１万円を支給します。対象とな
る児童がいる世帯には申請書を郵
送しますので、早めに手続きをしてください。
なお、上越市から児童手当または特例給付を受
給する人（公務員を除く）へは12月６日㊋に
指定の口座へ振り込みますので申請は不要です。
対基準日（令和４年11月15日）に上越市に住民
登録がある平成16年４月２日以降に生まれた児
童、または基準日より後に生まれて出生日に上
越市に住民登録がある児童を養育する父母など
●申請が必要な人
　次のいずれかに当てはまる人
① 高校生相当年齢（平成16年４月２日～平成

19年４月１日生まれ）の児童を養育する人
② 公務員や所得上限限度額以上の所得のため、

上越市から児童手当または特例給付を受給し
ていない人

③上越市外に居住する対象児童を養育する人
申 問 令和５年２月28日㊋まで
に申請書類一式をこども課（☎
025-520-5726）または各総合
事務所へ

除雪による設備の破損に注意
・ 日頃から設備の位置を確認し、除雪や

雪下ろしの際に、ガス・水道設備に雪
をぶつけるなどして損傷しないように
しましょう。

「一酸化炭素中毒」の事故に注意
●点検しましょう
・屋根雪による「排気筒」の損傷（折れ・外れ）がないか。
・風呂釜や給湯器の「給気口」が雪で埋まっていないか。
水道管や蛇口の凍結に注意
●目安となる気温　
・マイナス４度以下
●注意する場所
・屋外でむき出しになっている
・風当たりの強いところにある
・北向きや日陰にある
●防止する方法
・保温材や凍結防止ヒーターを巻く
・就寝前に鉛筆の芯の太さくらいの水を出しておく
ガス漏れや漏水が発生したら
・ 元栓を止め、ガス水道局または近くの市指定工事店へ連絡

してください。
・修理費用は本人の負担となります。

子育て世帯への支援給付金 ガス・水道設備の事故を防ぐために

詳しくは

 問合せ…都市ガス・水道に関すること＝ガス水道局（☎025-522-5512）、
　　　　　　各営業所　ＬＰガスに関すること＝供給（販売）している事業者

も
よ
お
し
・
講
座

令
和
５
年 

上
越
市
新
年
祝
賀
会

　
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
と
し

て
、
飲
食
の
提

供
は
行
い
ま
せ
ん
。

時
令
和
５
年
１
月
４
日
㊌
午
前
11

時
～　
所
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上

越　
費
７
０
０
円
（
中
止
の
場
合

は
返
金
し
ま
せ
ん
が
、
後
日
、
名

簿
を
配
布
し
ま
す
）　
申
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
会
費

を
添
え
て
、
12
月
14
日
㊌
ま
で
に

受
付
場
所
へ
。
申
込
用
紙
は
受
付

場
所
に
あ
る
ほ
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す　

他
受
付
場
所
＝
市
民
課
、
各
総
合

事
務
所
、
南
・
北
出
張
所
、
市
民

プ
ラ
ザ
、
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ
、
上

越
商
工
会
議
所
、
Ｊ
Ａ
え
ち
ご
上

越
本
店
※
市
民
プ
ラ
ザ
、
オ
ー
レ

ン
プ
ラ
ザ
以
外
は
平
日
の
み　
問

秘
書
課
（
☎
０
２
５
・
５
２
０
・

５
６
１
２
）、上
越
商
工
会
議
所（
☎

０
２
５
・
５
２
５
・
１
１
８
５
）、

Ｊ
Ａ
え
ち
ご
上

越
本
店
（
☎
０

２
５・５
２
７・

２
０
０
１
）

詳しくは
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く
る
み
家
族
園
の
も
よ
お
し

所
問
く
る
み
家
族
園（
☎
０
２
５・

５
４
４
・
７
４
４
０
）

●
イ
ベ
ン
ト
湯

時
○
み
か
ん
の
湯
＝
12
月
11
日
㊐　

○
ゆ
ず
湯
＝
12
月
22
日
㊍　
○
松

竹
梅
の
湯
＝
令
和
５
年
１
月
４
日

㊌
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
９

時　
費
一
般
４
２
０
円
、
小
・
中

学
生
２
１
０
円（
シ
ニ
ア
パ
ス
ポ
ー

ト
、
障
害
者
手
帳
な
ど
の
提
示
に

よ
る
割
引
制
度
あ
り
）

●
新
春
イ
ベ
ン
ト

　
来
園
者
に
特
製
豚
汁
を
振
る
舞

い
ま
す
。

時
令
和
５
年
１
月
４
日
㊌
午
前
10

時
か
ら
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

市
民
い
こ
い
の
家
の 

も
よ
お
し

所
問
市
民
い
こ
い
の
家
（
☎
０
２

５
・
５
４
５
・
５
２
７
０
）

●
イ
ベ
ン
ト
湯
「
ゆ
ず
の
湯
」

時
12
月
15
日
㊍
～
25
日
㊐
午
前
10

時
～
午
後
９
時
（
入
浴
受
付
は
午

後
８
時
45
分
ま
で
）　
費
一
般
３

６
０
円
・
小
・
中
学
生
１
６
０
円�

（
シ
ニ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
、
障
害
者

手
帳
な
ど
の
提
示
に
よ
る
割
引
制

度
あ
り
）

●
ら
く
ら
く
ス
マ
ホ
体
験
教
室

時
12
月
22
日
㊍　
①
午
前
10
時
～

11
時
30
分　
②
午
後
１
時
～
２
時

30
分　
③
午
後
３
時
30
分
～
５
時　

定
各
回
８
人
（
申
込
順
）　
申
12

月
６
日
㊋
以
降

旧
今
井
染
物
屋 

バ
テ
ン
レ
ー
ス
の
世
界
３

　
バ
テ
ン
レ
ー
ス
の
作
品
の
ほ
か
、

昔
懐
か
し
い
染
め
の
型
紙
の
展
示

を
行
い
ま
す
。

時
12
月
13
日
㊋
～
18
日
㊐
午
前
10

時
～
午
後
５
時　
費
入
館
無
料（
体

験
料
別
途
）　
他
旧
今
井
染
物
屋

裏
の
駐
車
場
を
利
用　
所
問
旧
今

井
染
物
屋
（
☎

０
２
５
・
５
２

０・９
７
８
８
）

高
齢
者
に
よ
る 

趣
味
の
作
品
展
示

　
高
齢
者
の
趣
味
活
動
や
創
作
活

動
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
展
示

品
は
１
～
２
週
間
前
後
で
入
れ
替

え
を
行
っ
て
お
り
、
ど
な
た
で
も

無
料
で
鑑
賞
い
た
だ
け
ま
す
。

所
時
○
福
祉
交
流
プ
ラ
ザ
（
寺
町

２
）
＝
午
前
８
時
30
分
～
午
後
９

時　
○
直
江
津
ふ
れ
あ
い
館
（
直

江
津
小
学
校
１
階
）＝
午
前
９
時

～
午
後
６
時　
問
高
齢
者
支
援
課

（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
７

０
８
）

リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越 

各
種
教
室

申
問
往
復
は
が
き
に
教
室
名
を
明

記
し
、
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越

（
☎
０
２
５・５
４
４・２
１
２
２
）

※
消
印
有
効

●
１
月
ス
ケ
ー
ト
教
室

申
12
月
25
日
㊐
ま
で

●
エ
ン
ジ
ョ
イ
き
っ
ず
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
教
室

申
12
月
５
日
㊊
～
26
日
㊊
ま
で（
申

込
順
）

●
第
３
期
水
泳
教
室

申
12
月
５
日
㊊

〜
26
日
㊊
ま
で

（
申
込
順
）

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー「
す
く
す
く
プ
ラ
ザ

第
３
期（
３
回
連
続
講
座
）」

時
○
１
回
目
＝
令
和
５
年
１
月
11

日
㊌
「
こ
ど
も
の
食
事
ど
う
し
て

る
？
」　

○
２
回
目
＝
令
和
５
年

２
月
８
日
㊌
「
何
を
し
て
遊
ん
で

い
る
の
？
」　

○
３
回
目
＝
令
和

５
年
２
月
22
日
㊌
「
こ
れ
か
ら
何

が
心
配
？
」
い
ず
れ
も
午
前
10
時

～
11
時　
対
令
和
３
年
９
月
～
12

月
生
ま
れ
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保

護
者　
定
15
組
（
抽
選
）　
所
申

問
12
月
21
日
㊌
ま
で
に
オ
ー
レ
ン

プ
ラ
ザ
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

２
５
・
５
２
５
・
０
３
５
５
）

事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー

　
「
事
業
の
承
継
に
つ
い
て
関
心

は
あ
る
け
ど
、
何
か
ら
始
め
た
ら

よ
い
か
、
ど
の
よ
う
な
備
え
が
必

要
か
分
か
ら
な
い
」
な
ど
の
疑
問

を
解
説
し
ま
す
。
会
社
の
将
来
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

時
12
月
13
日
㊋
午
後
２
時
～
３
時

30
分　
所
市
民
プ
ラ
ザ　
申
問
12

月
９
日
㊎
ま
で

に
産
業
政
策
課

（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
７

２
９
）

家
庭
用
計
量
器
の
無
料
検
査

　
体
重
計
、
調
理
用
は
か
り
、
体

温
計
（
脇
の
下
用
）
な
ど
の
家
庭

用
計
量
器
が
、
正
確
に
計
れ
て
い

る
か
無
料
で
検
査
し
ま
す
。

※�

血
圧
計
、
非
接
触
式
体
温
計
、

耳
式
の
体
温
計
、
業
務
用
の
計

量
器
（
特
定
計
量
器
）
の
検
査

は
で
き
ま
せ
ん
。

時
12
月
８
日
㊍
午
前
10
時
30
分
～

正
午
、
午
後
１
時
～
３
時　
所
市

民
プ
ラ
ザ　
問

産
業
政
策
課

（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
７

２
９
）

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは詳しくは
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正
善
寺
工
房 

「
加
工
体
験
教
室
」

定
各
12
人　
問
正
善
寺
工
房
（
☎

０
２
５
・
５
２
３
・
０
６
２
１
）

●
味
噌
作
り
教
室

時
毎
週
水
曜
日
（
28
日
を
除
く
）

午
後
１
時
30
分
〜　
費
５
キ
ロ
グ

ラ
ム
４
３
０
０
円

●
た
く
あ
ん
漬
け
教
室

時
12
月
14
日
㊌
午
前
10
時
〜
、
午

後
１
時
30
分
〜　
費
６
５
０
円（
材

料
費
別
途
）

●
キ
ム
チ
作
り
教
室

時
12
月
20
日
㊋
午
前
10
時
〜

費
１
６
０
０
円

●
旬
の
地
場
野
菜
料
理
教
室

時
12
月
21
日
㊌
午
前
10
時
〜

費
１
８
０
０
円

●
ハ
リ
ハ
リ
漬
け
教
室

時
12
月
23
日
㊎

午
前
10
時
〜

費
１
８
０
０
円

中
山
間
地
域「
農
産
物
販
売
強

化
研
修
会
」～
選
ば
れ
る
農
産

物
の
販
売
手
法
と
は
～

　
中
山
間
地
域
の
資
源
を
生
か
し

た
農
産
物
が
、
消
費
者
か
ら
選
ば

れ
る
た
め
の
販
売
手
法
を
学
び
ま

す
。
中
山
間
地
域
に
限
ら
ず
、
農

業
者
で
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

時
12
月
16
日
㊎
午
後
２
時
～
４
時

45
分　
所
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上

越　
講
今
井
進
太
郎
さ
ん（
グ
ロ
ー

カ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
㈱
代
表
取

締
役
）　
申
問
12
月
９
日
㊎
ま
で

に
農
村
振
興
課

（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
７

５
１
）

オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ 

「
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　
上
越
交
響
楽
団
、
上
越
市
民
吹

奏
楽
団
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
。�（
指
揮
）長
谷
川
正
規

時
12
月
11
日
㊐
午
後
２
時
～
４
時

（
開
場
＝
午
後
１
時
）　
費
一
般
１

０
０
０
円
、高
校
生
以
下
無
料（
入

場
整
理
券
が
必
要
）　
他
全
席
自

由
。
チ
ケ
ッ
ト
は
オ
ー
レ
ン
プ
ラ

ザ
な
ど
で
販
売
。
親
子
室
を
希
望

す
る
人
は
、
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ
へ

問
い
合
わ
せ　
所
問
オ
ー
レ
ン
プ

ラ
ザ
（
☎
０
２
５
・
５
２
５
・
１

３
１
１
）

絵
本
と
お
は
な
し
の
へ
や

　
読
み
語
り
ジ
ャ
ッ
ク
の
会
の
皆

さ
ん
に
よ
る
、エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

や
大
型
絵
本
な
ど
を
使
っ
た
、
い

つ
も
よ
り
、
ち
ょ
っ
と
豪
華
な
お

は
な
し
会
で
す
。

時
所
12
月
3
日
㊏
＝
高
田
図
書
館
、

12
月
10
日
㊏
＝
直
江
津
図
書
館�

い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
（
45
分
程

度
）　
対
小
学
生
以
下　
問
高
田

図
書
館
（
☎
０
２
５
・
５
２
３
・

２
６
０
３
）

じ
ょ
う
え
つ
歴
史
講
座 

（
体
験
編
）（
全
３
回
）

　
国
史
跡
の
吹
上
遺
跡
や
釜
蓋
遺

跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
を
見
な
が

ら
土
器
づ
く
り
体
験
を
し
ま
す
。

時
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
11
時
30

分　
所
釜
蓋
遺
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス　

定
20
人
（
申
込
順
）　
費
３
０
０

円
（
１
回
目
に
集
金
）　
講
吹
上・

釜
蓋
遺
跡
応
援
団　
他
汚
れ
て
も

よ
い
服
装
、
タ
オ
ル
持
参　
申
問

12
月
５
日
㊊
以
降
に
文
化
行
政
課

（
☎
０
２
５・５
４
５・９
２
６
９
）

●
第
１
回
目
「
土
に
慣
れ
よ
う
」

時
12
月
17
日
㊏

●
第
２
回
目

　
「
本
物
の
土
器
を
見
て
形
づ
く
り
」

時
令
和
５
年
１
月
14
日
㊏

●
第
３
回
目

　
「
文
様
を
つ
け
て
み
よ
う
」

時
２
月
11
日
㊏
・
㊗

冬
季 

初
中
級
テ
ニ
ス
教
室

時
令
和
５
年
１
月
11
日
以
降
の
水

曜
日
、
午
後
７
時
～
９
時
（
全
10

回
）　
所
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上

越　
対
一
般
（
20
歳
以
上
）　
定

30
人
（
抽
選
）　
費
８
０
０
０
円

（
保
険
料
込
み
）　
申
問
往
復
は
が

き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
生
年

月
日
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
12

月
26
日
㊊
（
必
着
）
ま
で
に
上
越

市
テ
ニ
ス
協
会
の
植
木
淳
一
さ�

ん（
〒
943・0834�

西
城
町
２・４・８
、�

☎
０
２
５
・
５
２
６
・
１
８
３
７
）

へ　
他
ラ
ケ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
な

い
人
に
は
貸
し
出
し
ま
す

上
越
科
学
館 

科
学
工
作
教
室「
ク
リ
ス
マ
ス

ジ
ェ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
」

　
金
属
塩
を
調

合
し
て
ク
リ
ス

マ
ス
カ
ラ
ー
の

緑
と
紅
色
の
火

が
灯
る
ジ
ェ
ル

キ
ャ
ン
ド
ル
を

ひ
と
つ
ず
つ
作

り
ま
す
。

時
12
月
17
日
㊏
午
後
２
時
～
３
時

30
分　
定
18
人
（
申
込
順
）　
費

６
５
０
円
（
入
館
料
別
途
）　
申

問
12
月
６
日
㊋
以
降
に
上
越
科
学

館
（
☎
・
FAX
０

２
５・５
４
４・

３
９
３
９
、

kagakukan@
jscience.jp

詳しくは

詳しくは

詳しくは
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オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
プ
ー
ル 

第
３
期
大
人・子
供
水
泳
教
室

　
各
教
室
の
内
容
・
定
員
な
ど
は

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
プ
ー
ル
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
ロ
ビ
ー
の
掲
示

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

時
○
大
人
＝
令
和
５
年
１
月
10
日

㊋
～
３
月
24
日
㊎　
○
子
ど
も
＝

１
月
７
日
㊏
～
３
月
26
日
㊐　
申

12
月
13
日
㊋
ま
で
に
申
込
書
を
持

参　
問
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
プ
ー
ル

（
☎
０
２
５
・

５
２
４
・
３
１

３
０
）

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
プ
ー
ル 

幼
児・小
学
生
１
日
体
験
教
室

時
12
月
10
日
㊏
午
前
10
時　
対
オ

ム
ツ
が
外
れ
た
年
中
～
小
学
３
年

生　
定
30
人
程
度　
費
幼
児
３
０

０
円
、
小
学
生
５
０
０
円　
申
問

12
月
５
日
㊊
午
後
０
時
30
分
以
降

に
オ
ー
ル
シ
ー

ズ
ン
プ
ー
ル

（
☎
０
２
５
・

５
２
４
・
３
１

３
０
）

鵜
の
浜
人
魚
館
健
康
教
室

　
令
和
５
年
１
月
か
ら
大
人
向
け

の
水
泳
、
ヨ
ガ
な
ど
の
健
康
教
室

を
開
講
し
ま
す
。

申
問
12
月
11
日
㊐
午
前
10
時
30
分

以
降
に
鵜
の
浜

人
魚
館
（
☎
０

２
５・５
３
４・

６
２
１
１
）

牧
ふ
れ
あ
い
体
験
交
流
施
設 

「
餅
つ
き
体
験
」参
加
者
募
集

　
正
月
用
の
し
餅
を
作
り
ま
す
。

昼
食
に
は
具
沢
山
の
雑
煮
を
食
べ

ま
し
ょ
う
。

時
12
月
24
日
㊏
午
前
10
時
～
午
後

１
時　
所
牧
ふ
れ
あ
い
体
験
交
流

施
設　
定
10
人
（
抽
選
）　
費
２

８
０
０
円　
申
問
12
月
13
日
㊋
ま

で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
よ
も
ぎ
の
会（
牧

ふ
れ
あ
い
体
験
交
流
施
設
内
、
☎

０
２
５
・
５
２
９
・
３
１
５
０
）

救
命
講
習

所
上
越
地
域
消
防
局　
定
30
人（
申

込
順
）　
費
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
２
０
０
円
別
途
）　
申
問
上

越
消
防
署
（
☎
０
２
５・５
４
４・

０
１
１
９
）

●
普
通
救
命
講
習

　
成
人
の
心
肺
蘇
生
法
、
異
物
除

去
法
、止
血
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

時
令
和
５
年
１
月
15
日
㊐
午
前
９

時
～
正
午　
申
１
月
２
日
㊊
・
振

～
９
日
㊊
・
㊗
の
間

●
普
通
救
命
講
習（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
実
技
編
）

　
１
カ
月
以
内
に
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ

Ｂ
講
習
ま
た
は
１
年
以
内
に
救
命

入
門
コ
ー
ス
を
受
講
し
た
人
を
対

象
に
、
成
人
の
心
肺
蘇
生
法
、
異

物
除
去
法
、
止
血
法
な
ど
を
学
び

ま
す
。
詳
し
く
は
上
越
地
域
消
防

事
務
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

時
12
月
18
日
㊐
午

前
９
時
～
11
時　

申
12
月
５
日
㊊
～

12
日
㊊
の
間

上
越
人
材
ハ
イ
ス
ク
ー
ル 

検
定・講
座

○
パ
ソ
コ
ン
入
門

○
エ
ク
セ
ル
基
礎

申
問
上
越
人
材
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
（
☎

０
２
５・５
２
３・

２
６
９
０
）

上
越
教
育
大
学
大
学
院
生 

フ
ル
ー
ト・小
林
愛ま

な
佳か
修
士
リ
サ
イ
タ
ル

　
上
越
教
育
大
学
大
学
院
生
の
小

林
愛
佳
さ
ん
が
、
Ｃ
・
フ
ラ
ン
ク

の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
を
は

じ
め
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
音
楽
を
フ

ル
ー
ト
で
演
奏
し
ま
す
。

時
12
月
18
日
㊐
午
後
５
時
（
開
場

＝
午
後
４
時
30
分
）　
所
上
越
教

育
大
学
講
堂　
問
上
越
教
育
大
学

の
小
林
さ
ん
（
☎
０
８
０
・
９
２

９
０
・
１
１
２
６
）

上
越
教
育
大
学
吹
奏
楽
団 

第
40
回
定
期
演
奏
会

　
「
イ
ー
ス
ト
コ
ー
ス
ト
の
風
景
」

や
「
銀
河
鉄
道
９
９
９
」
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
曲
を
心
を
込
め
て
演

奏
し
ま
す
。

時
12
月
17
日
㊏
午
後
２
時
開
演　

所
上
越
文
化
会
館　
費
一
般
５
０

０
円
（
当
日
６
０
０
円
）、
学
生

３
０
０
円
（
当
日
４
０
０
円
）、

中
学
生
以
下
無
料
（
全
席
自
由
）　

問
上
越
教
育
大
学
吹
奏
楽
団
の
北

さ
ん
（
☎
０
９
０
・
２
８
３
２
・

０
２
７
７
）

第
４
回
上
越
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト

　
子
ど
も
た

ち
が
パ
ワ
フ

ル
に
演
奏
、

演
技
し
ま
す
。

１
年
間
の
練

習
の
成
果
を

ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

時
令
和
５
年
３
月
19
日
㊐　
午
後

２
時
開
演　
他
要
整
理
券
（
全
席

自
由
、
整
理
券
配
布
＝
令
和
５
年

１
月
21
日
㊏
以
降
）
※
３
歳
未
満

入
場
不
可

所
申
問
上
越
文
化
会
館
（
☎
０
２

５
・
５
２
２
・
８
８
０
０
）

詳しくは

詳しくは

詳しくは 詳しくは

詳しくは
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る
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

対
市
内
で
活
動
す
る
個
人
・
団
体　

�

他
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
内
へ
の
展
示
に

限
る　
申
問
展
示
希
望
日
の
１
週

間
前
ま
で
に
高
齢

者
支
援
課
（
☎
０

２
５
・
５
２
０
・

５
７
０
８
）

　極上の雪質と戸隠連峰を正面に仰ぐ最高のロケーションで19コースを滑るこ
とができます。ビギナーからエキスパートまで、スキー・ボード問わずに楽し
めるスキー場はここだけです。
時12月10日㊏～令和５年３月31日㊎（積雪・ゲレンデの状況により変更の場
合あり）　問戸隠スキー場（長野県長野市戸隠3682、☎026-254-2106）

　長野駅から善光寺までの全長約1.8キロメートルにわたる善光寺表参道の並
木を、イルミネーションで彩ります。善光寺では、トップデザイナーによる光
と音による空間演出で幻想的な世界を表現します。
時○表参道＝令和５年２月12日㊐まで午後５時～10時　○善光寺＝12月10
日㊏～18日㊐午後５時～８時　問善光寺表参道イルミネーション実行委員会
事務局（長野市インバウンド・国際室内、☎026-224-8316）

戸隠スキー場2022-2023

長野デザインウィーク

集客プロモーションパートナー都市 からのお知らせ長野県長野市

詳しくは

詳しくは

雁
木
通
り
プ
ラ
ザ
展
示

コ
ー
ナ
ー
へ
の
出
展
作
品

　
市
民
の
趣
味
活
動
や
創
作
活
動

の
発
表
の
場
と
し
て
、
雁
木
通
り

プ
ラ
ザ
内
に
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

募
　
　
集

●マイチャレンジ講座
対18歳以上の上越地域在住者　定いずれも15人（申込順）　申12月５日
㊊～９日㊎の間にホームページまたはワークパル上越窓口（午前９時～午
後５時）　他受講中はマスクを着用ください
①クリスマスパン
時12月14日㊌午後１時30分～３時30分　費2,500円　講梅田みどり
②おもてなし料理
時12月23日㊎午後１時30分～３時　費2,800円　講高橋道代
③お正月生け花（古流）
時12月25日㊐午後１時30分～３時　費3,800円　講石曽根久代
④お正月フラワーアレンジメント
時12月28日㊌午前10時～11時30分　費4,500円　講小松清子
●クリスマスコンサート
　コーラス・ウクレレ講座受講生の発表会と、ゲストを迎えてアットホー
ムなコンサートを開催します。
時12月４日㊐午後１時30分～３時30分
所ワークパル上越　定50人（当日先着順）
他開演中はマスクを着用ください

詳しくは詳しくは

ワークパル上越のもよおし
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市の封筒の有料広告を募集します
広告を掲載する
媒体

固定資産税・都市計画税、軽
自動車税（種別割）、市・県
民税の通知用封筒（各税共用）

国民健康保険税
納税通知用封筒
（長形３号）

健康診査関係書類
送付用封筒

（角形A4号）

後期高齢者医療保険料
納入通知用封筒
（長形３号）

作成枚数 195,000枚 63,000枚 53,000枚 68,000枚

広告を掲載する
枠の規格

大きさ：縦６㎝×横７㎝
印刷色：
ライトブルー系１色

大きさ：
縦６㎝×横７㎝
印刷色：
ライトブルー系1色

大きさ：
縦６㎝×横９㎝
印刷色：黒１色

大きさ：
縦６㎝×横７㎝
印刷色：黒１色

広告掲載枠数
２枠 ２枠 ６枠 ２枠

・いずれも個人または団体でそれぞれ1枠まで。
・ 個人または団体の申請数が広告募集枠数以下の場合は、申請した個人または団体が残りの募集

枠を複数申請できます。

広告の掲載期間 令和５年４月から
約13カ月間 令和５年４月から約１年

掲載決定方法 見積額の高い順から広告掲載枠数の範囲で決定
最低価格（１枠） 48,000円 28,000円 16,000円 30,000円

申請方法 申込書と掲載しようとする広告の版下を下記の申請先へ提出してください。申込書は申請先に配
置してあります。また、市のホームページからダウンロードできます。

申請先 問合せ先または南・北出張所、各総合事務所市民生活・福祉グループ
募集期間 11月25日㊎〜12月７日㊌

問合せ 税務課
（☎025-520-5649） 国保年金課（☎025-520-5714）

詳しくは

上
越
市
入
札
監
視
委
員
会
委
員

　
市
の
入
札
手
続
や
契
約
の
制
度

な
ど
を
審
査
・
検
討
し
ま
す
。

対
20
歳
以
上
の
市
民
で
、
次
の
い

ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
人

・�

入
札
参
加
資
格
を
有
す
る
事
業

所
に
勤
め
て
い
る
人
、
密
接
な

関
係
が
あ
る
人

・�

上
越
市
（
合
併
前
の
旧
町
村
を

含
む
）
の
職
員
で
あ
っ
た
人

定
２
人
以
内　
他
○
任
期
＝
令
和

５
年
４
月
１
日
～
令
和
７
年
３
月

31
日　
○
報
酬
＝
市
が
定
め
る
額

（
交
通
費
別
途
）　
申
問
令
和
５
年

２
月
１
日
㊌
ま
で
に
契
約
検
査
課

（
☎
０
２
５
・
５
２
０
・
５
６
４

４
）、
各
総
合

事
務
所
、
南
・

北
出
張
所

上
越
市
地
産
地
消
推
進
の
店

　
市
で
は
、
上

越
産
品
を
積
極

的
に
取
り
扱
う

お
店
を
「
上
越

市
地
産
地
消
推

進
の
店
」
に
認
定
し
て
い
ま
す
。

　
認
定
店
の
情
報
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
広
く
周
知
し
、
地

産
地
消
に
取
り
組
む
お
店
と
し
て

応
援
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

対
市
の
認
定
基
準
を
満
た
す
小
売

店
や
飲
食
店
、
宿
泊
施
設　
申
問

申
請
書
に
事
業
計
画
書
を
添
え
て
、

農
政
課
（
☎
０
２
５
・
５
２
０
・

５
７
４
７
）へ
。申
請
書
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す

上
越
文
化
会
館
か
ら
の 

お
知
ら
せ

申
問
上
越
文
化
会
館（
☎
０
２
５・

５
２
２
・
８
８
０
０
）

●
上
越
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
団

員
　
「
楽
器
を
演
奏
し
て
み
た
い
」

「
体
を
動
か
す
の
も
好
き
」
な
人
、

仲
間
と
一
緒
に
楽
し
く
活
動
し
ま

し
ょ
う
。
楽
器
初
心
者
も
大
歓
迎

で
す
。

時
練
習
日
＝
土・日
曜
日
（
隔
週
）　

対
小
学
４
年
生
～
高
校
１
年
生　

費
毎
月
５
０
０
円

●
上
越
文
化
会
館　
勝
手
に
エ
ン

ジ
ョ
イ
コ
ン
サ
ー
ト
の
出
演
者

　
上
越
文
化
会
館
の
広
い
ロ
ビ
ー

で
自
由
に
、
楽
し
く
、
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

時
利
用
時
間
＝
午
後
１
時
～
９
時

の
間
（
準
備
～
片
付
け
を
含
め
90

分
以
内
）　
費
無
料
（
備
品
使
用

は
要
相
談
）

詳しくは

詳しくは



せ

ら
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談
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無
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空き家の売買や賃貸に向けた相談弁護士による、中小企業者を対象
とする無料法律相談。１件30分程
度

対15歳から49歳までの就労に悩
む人やその家族

空き家無料相談会弁護士による法律相談

上越地域若者サポート
ステーション出張相談会

要予約要予約

要予約

建築住宅課
（☎025-520-5786）

予　約
問合せ

大潟商工会
（☎025-534-3211）

予　約
問合せ

上越地域若者サポートステー
ション（☎025-524-3185）

予　約
問合せ

12月13日㊋・建築住宅課、
27日㊋・上越宅建会館（春
日野1-3-19）いずれも午後
１時～５時

と　き
ところ

12月８日㊍午前10時～正午・
大潟商工会

と　き
ところ

12月22日㊍午後2時～4時・
ハローワーク上越

と　き
ところ

国が設置した事業承継の窓口機関
の専門家による相談会
対中小企業

事業承継・引継ぎに関する
個別相談
要予約

産業カウンセラーによる労働全般
に関する悩み事の相談

労働相談
要予約

産業政策課
（☎025-520-5729）

予　約
問合せ

産業政策課
（☎025-520-5730）

予　約
問合せ

12月20日㊋午後１時～５時・
ワークパル上越

と　き
ところ

相談は電話、面談のどちらでも可
対認知症の人やその家族

認知症に関する相談
予約不要

新潟県認知症コールセンター
（☎025-281-2783）

問合せ

月～金曜日の午前９時～午後５
時（祝日を除く）・新潟県認知
症コールセンター（新潟ユニゾ
ンプラザ内、新潟市中央区上所）

と　き
ところ

12月16日㊎午後１時～４時・
オーレンプラザ

と　き
ところ

税に関する相談

県立上越テクノスクール（☎025-
545-2190）主催の職業訓練「事
務基本科（上越）３期」について

税務相談会

職業訓練相談

要予約

予約不要

関東信越税理士会高田支部事
務局（☎025-523-6557）

予　約
問合せ

㈱アルプスビジネスクリエー
ション上越研修センター（☎
025-527-5611)

問合せ

12月20日 ㊋ 午 前10時 ～ 正
午・関東信越税理士会高田支
部（本町５）

と　き
ところ

12月22日㊍午後２時～３時・
㈱アルプスビジネスクリエーショ
ン上越研修センター（藤巻9-5）

と　き
ところ

各種無料相談 予約が必要な相談があります。
詳しくは、各問合せ先に問い合わせてください。

電話による相談も随時受け付けて
います。
時間：�午前９時～正午、午後１時

～４時

交通事故巡回相談
要予約

新潟県交通事故相談所
（☎025-280-5750）

予　約
問合せ

家庭内の問題、近隣間のもめごと
や名誉毀

き

損
そん

、いじめなどの人権問
題の相談

特設人権相談所
予約不要

新潟地方法務局上越支局
（☎025-525-4163）

問合せ

12月20日㊋午前９時30分～
午後０時30分・市民プラザ

と　き
ところ

中小企業診断士による、経営改善
や資金繰りなど、経営に関する個
別の相談（1件60分以内）

経営に関する個別相談会
要予約

産業政策課　商業・中心市
街地活性化推進室（☎025-
520-5734）

予　約
問合せ

12月22日㊍午後１時30分～
４時50分・市役所木田第２
庁舎

と　き
ところ

12月15日㊍午後１時～３時・
上越地域振興局

と　き
ところ

対障害者手帳を持っているか診断
を受けている人で、就労を目指し
ている人

障害のある人の就労相談会
要予約

障害者就業・生活支援センター
さくら（☎025-538-9087）

予　約
問合せ

12月15日 ㊍ 午 前10時 ～ 正
午・福祉交流プラザ

と　き
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一般会計・特別会計
名　称 予算現額 収入済額（収入率） 支出済額（執行率）

一 般 会 計 1,093億3,518万円 490億700万円（44.8％） 432億5,698万円（39.6％）

特
別
会
計

介 護 保 険 238億8,913万円 111億2,267万円（46.6％） 97億5,639万円（40.8％）
国 民 健 康 保 険 173億5,328万円 68億2,064万円（39.3％） 63億2,301万円（36.4％）
後期高齢者医療 23億3,212万円 8億890万円（34.7％） 9億463万円（38.8％）
診 療 所 4億4,431万円 8,522万円（19.2％） 1億7,131万円（38.6％）

地方公営企業法適用企業会計
名　称 収入予算現額 収入額（収入率） 支出予算現額 支出額（執行率）

収
益
的
収
支

下 水 道 事 業 93億7,871万円 50億4,853万円（53.8％） 91億8,243万円 43億8,747万円（47.8％）
ガ ス 事 業 73億4,495万円 35億4,732万円（48.3％） 71億3,917万円 34億6,861万円（48.6％）
水 道 事 業 66億9,552万円 33億1,687万円（49.5％） 55億2,192万円 27億7,028万円（50.2％）
病 院 事 業 25億8,468万円 9億6,131万円（37.2％） 28億5,400万円 11億7,843万円（41.3％）
工業用水道事業 1,738万円 860万円（49.5％） 1,699万円 709万円（41.7％）

名　称 収入予算現額 収入額（収入率） 支出予算現額 支出額（執行率）

資
本
的
収
支

下 水 道 事 業 94億6,040万円 30億4,657万円（32.2％）117億2,736万円 48億6,480万円（41.5％）
ガ ス 事 業 2億7,371万円 276万円（ 1.0％） 16億6,936万円 10億3,484万円（62.0％）
水 道 事 業 7億9,278万円 4,721万円（ 6.0％） 41億9,345万円 28億4,532万円（67.9％）
病 院 事 業 6億8,284万円 2,216万円（ 3.2％） 8億4,179万円 3億2,348万円（38.4％）
工業用水道事業 0円 0円（   －％） 0円 0円（   －％）

市債残高
一 般 会 計 1,142億9,618万円 道路や公園、学校などを整備するための借入金
下 水 道 事 業 会 計 870億8,579万円 公共下水道などを建設するための借入金
そ の 他 156億9,970万円 上水道やガス供給施設などを整備するための借入金

財産および一時借入金の現在高
基 金 残 高 197億 881万円 財源調整などのため、積み立てや運用を行う資金の額（22基金）

一時借入金の現在高 なし 一般会計・特別会計で会計年度中に事業などで支払うお金が一時
的に不足したときに、その不足を補うために借り入れる借入金

令和４年度の財政状況（令和４年９月末現在）
　「上越市財政状況の公表に関する条例」および「地方公営企業法」に基づき、予算の執行状況や一時借入
金の状況などを年２回公表しています。

■問合せ…財政課（☎025-520-5637）

※予算現額は、令和３年度からの繰越予算を含んでいます。
※表示単位未満を四捨五入しています。

　上越地域消防事務組合は、上越市・妙高市が負担金を支出して消防業務を実施する一部事務組合の組織です。

●令和３年度決算
・歳入 28億　625万円
・歳出 27億9,210万円
・差引 1,415万円

●広域消防の財政状況（令和４年度９月末現在）
・予算額 28億1,122万円　 　　　　　　
・収入済額 20億4,788万円（収入率72.8％）
・支出済額 12億9,036万円（執行率45.9％）
・基金残高（財政調整基金） 1億5,390万円　 　　　　　　
・地方債残高（消防施設整備事業債など） 6億7,945万円　 　　　　　　
・一時借入金残高 ０万円　 　　　　　　

■問合せ…上越地域消防事務組合
　　　　　（☎025-545-0119）

広域消防の財政状況
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　未来のまちづくりに向けて、小・中学生から地域やまちづくりについて関心を高めてもらう機会と
するため、「将来のまちへの夢や希望」をテーマに標語を募集しました。応募いただいた160作品の
中から、各部門の入賞作品を紹介します。
●小学校１～３年生の部
　　　最優秀賞
　　　・まもりたい うみ山さくら 上えつ市　（南川小学校 ２年 横尾 昌

まさ
和
かず

 さん）
　　　優秀賞
　　　・「おまん どうしたね？」　きがるにいえる たすけあい　（黒田小学校 ２年 川住 心

こ の か
楓 さん）

　　　・作ろうよ みんなあつまる 上えつ市　（戸野目小学校 ３年 服部 志
し

音
おん

 さん）　
●小学校４～６年生の部
　　　最優秀賞
　　　・活気あり 自然あふれる 上越市　（黒田小学校 ６年 塚田 稜

いつ
己
き

 さん）
　　　優秀賞
　　　・夢あふれる 自慢のふるさと 上越市　（中郷小学校 ６年 服部 玲

れ
菜
な

 さん）
　　　・上越市 桜も笑顔も あふれる市　（大和小学校 ５年 佐藤 瑞

みず
穂
ほ

 さん）
●中学生の部
　　　最優秀賞
　　　・自分らしい 生き方できる 上越市　（三和中学校 ３年 笹川 珠

み
夢
ゆ

 さん）
　　　優秀賞
　　　・認め合い だれもが主役の 上越市　（三和中学校 １年 中島 大

ひろ
翔
と

 さん）
　　　・海と山 心安らぐ 上越市　（潮陵中学校 ２年 斉藤 瑞

みず
來
き

 さん）

広報対話課から
（☎025－526－5111）
◦「広報上越１月号」は、12月
22日㊍・23日㊎に各町内会へ
お届けし、各世帯にお配りしま
す。届かない世帯の人は、広報
対話課または、各総合事務所へ
ご連絡ください。

計画案の最終答申が行われました

小・中学生まちづくり標語の作品紹介

【第 ７ 次 総 合 計 画 策 定】

■問合せ…企画政策課（☎025-520-5625）
　総合計画審議会にて7回の会議を開催し、
議論を重ねた計画案について審議結果がまと
まり、11月10日㊍、林泰

やす
成
なり

会長（上越教育
大学学長）から市長へ答申が行われました。
計画案は、市議会12月定例会に上程されます。

総合計画の策定状況を公表しています▶

上越市の人口・世帯数
令和4.11.１現在。（　）は前月との比較

90,965人
（‒39人）

94,277人
（-76人）女男

185,242人
（-115人）合計

77,216（＋11）
数字は住民基本台帳に
基づくもの世帯数

出生
死亡

転入
転出

108
241

 285
 267

＜人口増減内訳＞

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

　直江津港に位置する東北電力㈱上越火力発電
所が12月から操業を開始します。これにより、
市内をはじめ、各地へ電気やガスを供給するエ
ネルギー港湾としての拠点性がさらに高まるこ
とになります。
（写真＝奥から㈱JERA上越火力発電所、東北電
力㈱上越火力発電所、㈱INPEX直江津LNG基地）

表紙のことば： エネルギーを上越から各地へ
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